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〈午前１０時００分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

おはようございます。 

これより平成１７年第３回糸魚川市議会定例会を開会いたします。 

欠席通告議員はありません。 

定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 

 

日程第１．会議録署名議員の指名 

 

○議長（松尾徹郎君） 
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日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員には、９番、五十嵐哲夫議員、２４番、池亀宇太郎議員を指名いたします。 

 

日程第２．会期の決定 

 

○議長（松尾徹郎君） 

日程第２、会期の決定を議題といたします。 

会期については、去る８月２９日に議会運営委員会が開かれておりますので、その経過と結果に

ついて委員長の報告を求めます。 

大矢 弘議会運営委員長。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大矢委員長。〔２５番 大矢 弘君登壇〕 

○２５番（大矢 弘君） 

おはようございます。 

去る８月２９日に議会運営委員会が開催されておりますので、その経過と結果についてご報告い

たします。 

本日招集されました平成１７年第３回市議会定例会に提出されました議案は、専決処分の報告

２件、平成１６年度決算関係案件５３件、条例の制定及び一部改正８件、平成１７年度補正予算

６件、そのほかの案件３件の合計７２件であり、このうち議案第６５号、６６号の専決処分の報告

２件と、議案第１２８号、新潟県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び新潟

県市町村総合事務組合規約の変更については、初日、委員会の付託を省略し即決願いたいことと、

そのほかの議案については、それぞれ所管の常任委員会に付託の上、審議願いたいことで委員会の

意見の一致をみております。 

次に、会期については、本日９月５日より９月２８日までの２４日間とすることで、委員会の意

見の一致をみております。 

日程につきましては、お手元に配付の日程表をごらんいただきたいと思います。 

次に、請願、陳情の付託についてでありますが、請願１件、陳情１件の計２件が受理されており

ます。 

請願第３号、市道認定に関する請願については建設産業常任委員会、陳情第４号、私学助成の大

幅増額を求める意見書に関する陳情については、文教民生常任委員会に付託し、審査願うことで、

委員会の意見の一致をみております。 

次に、委員長報告についてでありますが、総務財政常任委員長から、閉会中の所管事項調査につ

いて報告をしたい旨の申し出があり、これを本日の本会議の日程事項とすることで、委員会の意見

の一致をみております。 

次に、議長交際費についてホームページで公開することと、例月出納検査の報告書については、

写しを図書・顕彰室に置き、議員個人への配付は行わないこととすることで、委員会の意見の一致

を見ております。 
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以上で、議会運営委員会の委員長報告を終わります。 

○議長（松尾徹郎君） 

ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。 

ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

ご質疑なしと認め、これにて質疑を終結いたします。 

おはかりいたします。 

本定例会の会期は、本日から９月２８日までの２４日間とし、委員長報告のとおり進めたいと思

います。 

これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本定例会の会期は、本日から９月２８日までの２４日間と決定しました。 

なお、会期中の会議予定につきましては、先般お手元にご通知いたしましたとおりでありますの

で、ご承知願います。 

 

日程第３．所管事項調査について 

 

○議長（松尾徹郎君） 

日程第３、所管事項調査についてを議題といたします。 

本件については閉会中、総務財政常任委員会が開かれ調査を行っておりますので、その経過と結

果について委員長の報告を求めます。 

斉藤伸一総務財政常任委員長。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

斉藤委員長。 〔１６番 斉藤伸一君登壇〕 

○１６番（斉藤伸一君） 

おはようございます。 

当総務財政常任委員会は閉会中に所管事項調査として、７月１１日と８月９日に調査を行ってお

りますので、その経過と結果につきましてご報告申し上げます。 

７月１１日につきましては、１、地域情報化の推進について、２、消防防災対策について、３、

糸魚川市管内公共施設の概要についての３項目について、現地調査を行っております。 

１の地域情報化の推進についてでは、能生支所のＣＡＴＶ施設を調査し、担当より、平成元年、

竹下内閣１億円ふるさと創生事業としてのまちおこしで、弥彦からの電波が一部地域しか入らない

ため、テレビの難視聴解消や災害時の緊急告知放送、各種行政情報のお知らせを目的に、平成４年

有線テレビジョン放送を開始したものである。 

その後の情報通信の進展に合わせ、平成１５、１６年、次世代地域情報基盤として、能生地域の
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全域に光ファイバーが敷設、デジタル放送送信のほか超高速インターネットや、情報行政サービス

の実施が可能となったとの説明があり、委員より加入状況について質問があり、能生地域

３,６００世帯のうち電波状況により１２世帯が未加入にて、９９.６％の加入率との説明がありま

した。 

２の消防防災対策についてでは、糸魚川市消防署本署において、水難救助隊模擬訓練とＡＥＤ

（自動体外式除細動器）の取り扱い訓練、及び災害用エアテントの設置訓練を視察。また、新規購

入した高規格救急車の車載機材料等の確認及び説明を受けております。なお、青海と能生分署もあ

わせて調査を行っております。 

現地及び机上での担当説明による委員からの質疑について、主なものは、 

① 青海分署において、朝日町との連携についての質問に、昭和６０年２月の玉ノ木地すべり

事故、平成１６年１１月、朝日町の境地内及び城山トンネル付近の山火事、平成１７年上路

山中事故など相互応援を行っているとの回答。 

  なお分署の建設計画において、火事だけでなくあらゆる災害にも対応できるものにとの要

望がなされております。 

② 能生分署も著しく老朽化し、青海分署建て替え後、平成２０年をめどに建設計画ができる

よう要望がありました。 

  また、当直職員５名で、そのうち１名が通信勤務の現状から、防災計画の中で人員体制の

見直しをやるべきとの意見がなされております。 

３の糸魚川市管内公共施設の概要についてでは、青海、能生支所を調査し、委員よりの青海支所

及び分署の建て替え工事についての質問に、今年度は支所、分館の解体工事のみであり、建て替え

計画は総務課所管で平成１８年度予定、また、分館解体によるアスベスト問題については、地域住

民に不安のないよう対応するとの回答。 

能生支所においては、委員より支所の空き部屋利用についての質問に、２階は小部屋に改装し、

会議室として地域の方々に提供、３階は、旧議事堂は子供サミットなどの会議、委員会室は会議室

として開放するよう検討。なお、空きスペースは商工会やＪＡからの打診があるが、生涯学習セン

ターの機能を考え、中長期的に慎重に検討し、判断するとの答弁でありました。 

続きまして、８月９日の委員会では、２点について現地調査及び机上調査を行っております。 

１点目は、財政運営の基礎的調査で、過疎債についてと新市建設計画に伴う合併特例債について、

２点目は、７月１１日に要望した糸魚川市防災会議の結果報告についてであります。 

過疎債については、主だった６カ所の過疎債適用事業箇所の現地調査を行い、机上にて担当課よ

り、①充当率が原則として１００％、②算入率が７０％、③償還期限は３年据え置きの１２年であ

る。④過疎債対象事業のメニューについて説明を受けました。 

委員よりの質問で、新潟県内過疎債指定地域の状況についてでは、平成１７年５月１日現在では、

１８市町村が過疎地域の指定を受けている。 

また、過疎債決定までの流れについての質問には、６月に過疎起債計画を県に提出し、県とのヒ

アリングを受け国へ提出。１１月ごろ内示があり、事業の調整後、３月に許可が出る手続となるな

ど、その他活発な質疑がなされております。 

次に、合併特例債については、担当課より、 
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① 合併特例債は、糸魚川市のまちづくり建設事業分として１７９億４,０００万円、基金造

成分として２０億円が見込まれている。 

② 充当率は原則９５％、算入率は元利償還の７０％、償還期減は充当事業によって決定。 

③ 合併特例債については、一般財源の６６.５％が基準財政需要額に算入される 

との説明があり、活発な質疑の後、委員より、合併してこの４年間は財政規模が大きくなる。過

疎債や辺地債、合併特例債と有利な優良債が使える中で、思い切った計画と財政運営をしていただ

きたいとの要望や、市民に必要な事業を最優先に実施し、情報系など将来を見据えて市民に応えら

れるよう、慎重に検討する必要があるとの意見がなされております。 

２点目の糸魚川市防災会議の結果報告については、消防長より会議内容として、 

① 平成１７年７月１日から施行された関係法改正点などの説明。 

② 糸魚川市防災計画策定スケジュールとして、作成については平成１７年１２月までに原案

作成、平成１８年１月に委員へ配付し、県の協議を経て２月中旬ごろ防災会議の開催、計画

については共通部分として、風水害対策編、震災対策編、資料編の３つであり、青海地域に

ついては化学工業地域防災対策編をつくる予定。 

③ 焼山の地震計設置については、１０月ごろ設置予定。 

④ 土砂災害のハザードマップ作成について、県が市内全域の土砂災害危険箇所区域を調査し

ており、そのデータを借用し、市が印刷し、全世帯に配布をする予定。 

⑤ 糸魚川市総合防災訓練を１０月３０日（日曜日）に、能生地域の槇地内で実施の説明がな

されました。 

各委員からの質疑において、情報の近代化及びネットワーク化の強化と、直接着陸できるヘリポ

ートの設置を、防災計画の見直しの中に入れていただきたい旨の要望がなされております。 

以上で、総務財政常任委員会所管事項調査の報告を終わります。 

○議長（松尾徹郎君） 

ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。 

ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

ご質疑なしと認め、これにて質疑を終結いたします。 

おはかりいたします。 

本件については、委員長報告のとおり了承することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本件は委員長報告のとおり了承することに決しました。 

 

日程第４．議案第６５号及び同第６６号 

 

○議長（松尾徹郎君） 
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日程第４、議案第６５号及び同第６６号についてを一括議題といたします。 

提案理由の説明とあわせ、当面する問題について市長から発言を求められておりますので、この

際これを許します。 

米田市長。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

おはようございます。 

平成１７年第３回市議会定例会の招集にあたりまして一言ごあいさつを申し上げます。 

本定例会におきましては、平成１６年度の決算認定をはじめ条例の制定、改正、補正予算など

７２件の議案のご審査をお願いいたしたいものであります。 

議案の内容につきましては、後ほどご説明させていただきますが、この機会に当面しております

主要事項８点についてご報告申し上げます。 

最初に、６月市議会定例会で申し述べました私の市政運営方針に基づいた取り組みについて、若

干ご報告申し上げます。 

その１つ目に、交通ネットワークの整備を地域振興につなげる対応として、糸魚川を北陸新幹線

と北陸本線との接点とするための取り組みについてでありますが、いろいろな機会をとらえて私の

考えを申し上げてきており、その裏づけとするための基礎調査に入っております。 

また、新幹線を見据えたまちづくり全体の対応につきましては、庁内一体となって取り組むため

庁内プロジェクトチームの設置を予定しております。 

２つ目に、姫川港の関係では、港の利用拡大に伴う環境対策事業の採択に向け県知事に要望いた

しましたところ、前向きにとらえていただきましたので、今後の取り組みについて県の担当部局と

協議を進めております。 

３つ目に、地域コミュニティ活動の育成支援については、庁内関係課で協議を進めており、新た

なコミュニティ支援体制を模索する中で、対応可能な地域から先導的に取り組みを進めることも検

討しております。 

４つ目に、健康福祉面では、医師の確保のため富山医科薬科大学へ出向き、今後とも医師派遣に

協力いただくようお願いをいたしております。 

また、保健医療と運動とのつながりを促進するための施設として、（仮称）総合健康センターの

整備を考えており、庁内検討委員会を組織しソフト事業の検討や先進地視察を行い、基本構想の策

定に取り組んでおります。 

５つ目に、総合計画の策定に向けた取り組みについては、住民懇談会を６月から市内各地で実施

しておりますほか、各地域審議会からご意見をいただくべく依頼を申し上げ、まちづくりに関する

市民アンケートにつきましても７月から８月にかけて行っております。 

また、去る８月３０日には、公募委員４名を含む市民の皆さん３０名による総合計画審議会を発

足し、計画の策定作業を始めております。今後、ある程度計画の骨子がまとまった段階で、議会の

皆様にも中間的な報告を申し上げ、ご意見をお伺いしたいと思っております。 

なお、平成１８年度における投資的な事業や主要なソフト事業を中心とした実施計画を、１１月
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上旬ごろまでに策定し、平成１８年度予算編成の指針とする予定で庁内の作業を進めております。 

２点目として、地域審議会の開催経過についてご報告申し上げます。 

能生、糸魚川、青海の各地域審議会に、それぞれ公募３名を含む２０名の委員を委嘱し、７月下

旬から８月上旬にかけて１回目の審議会を開催させていただきました。 

今回の会議では、正副会長の選出と新市建設計画の概要などを説明させていただき、会の運営方

法や地域の課題などについて意見交換をしていただきました。次回は１１月に開催する予定であり、

今後の積極的なご審議により建設的なご意見をいただけるものと期待をいたしております。 

３点目といたしまして、まちづくりサポートセンターの開設についてご報告申し上げます。 

市民の自主的な地域づくりを活動支援するための拠点として、去る３月にまちづくりサポートセ

ンターの開所式を行ったところであります。本庁及び両支所内に設置したこのセンターでは、まち

づくり団体の情報提供や地域づくりのさまざまな相談を受けるほか、会議室としての利用や資料の

作成などに活用いただけるようパソコンや事務用機器をそろえて、まちづくり活動の支援を行って

おります。 

現在の利用登録団体は１１団体でありますが、引き続き利用団体を募集しており、利用者のご意

見をお聞きしながら、より使いやすいサポートセンターを目指してまいります。 

なお、青海地域のセンターについては、まだ十分な体制になっておりませんが、新しい支所建設

の中で充実してまいります。 

４点目として、市有建築物のアスベスト使用状況調査の結果についてご報告申し上げます。 

市が所有する５３９の施設を対象として、飛散の恐れのある吹きつけ建材についての調査を実施

しました。その結果、８月３０日現在で建築年次と製品名から、明らかにアスベストを使用してい

ると断定した施設は、青海地域の高齢者福祉施設１件ですが、この施設は平成１３年４月に閉鎖し、

現在は利用しておりません。 

また、アスベストの有無が確認できない施設が２０件あり、この対応として、学校施設７件につ

いては、２学期を前に子供の安全を第一に考え、８月中に囲い込み等の工事を完了し、あわせて石

綿含有状況を確認するための成分分析調査を依頼しております。 

その他の施設については、機械室、車庫棟など一般の方が出入りしない箇所にあることから、今

後、分析結果によって対応を決めることとし、その間は十分な保護体制をとります。 

今後も積極的な情報収集に努め、迅速かつ適切に対応してまいります。 

５点目として、姫川のダイオキシン調査結果の報道についてご報告申し上げます。 

国土交通省では１級河川直轄管理区域において、水質及び川底の土砂のダイオキシン類による汚

染の実態を把握、監視する目的で、平成１１年度から継続的に調査を実施しております。この調査

で姫川における平成１６年度の結果が、環境基準値を超えているとの報道が８月３日の新聞で、ま

た、２３日にはテレビニュースで放送されました。このことが清流姫川のイメージを損ね、市民の

皆様に懸念と不安を与えましたことはまことに遺憾なことであり、調査データの解釈について国土

交通省に確認いたしましたことをここにお伝えいたします。 

実態についてご理解をいただきたいと存じます。国土交通省北陸地方整備局によりますと、報道

の元となったデータは、昨年１０月１３日に行った調査結果で、当日は降雨により河川が増水し、

濁流となっていたことから、水中の懸濁物質の影響を強く受けたとして推測し、参考値として取り
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扱うとのことであります。さらにこのことを受けて、本年度は重点監視地点として年４回の調査を

行うこととなっており、本年５月の第１回の調査結果では、環境基準値１ピコグラムに対して、

０.２４ピコグラムと大幅に低減した結果が出ております。 

以上のことから、市といたしましては報道された調査結果は特定の条件下での一時的な数値と判

断し、特に市民の皆様にご心配をおかけするものではないと考え、今後の観測データを注意深く見

守ることとしております。 

６点目といたしまして、農業経営支援センターの設立についてご報告申し上げます。 

この地域の農業の目指す方向を農業振興協議会等で審議し、本年、糸魚川市農業振興プランを策

定したところであります。その中で特に当地域の課題は、集落や農地を守る農業の担い手の育成や

営農体制の仕組みづくりであり、認定農業者や生産組織、産業間連携によるさまざまな営農システ

ムを模索し、検討していくことが急務となっております。そのため農業経営に関する関係機関の業

務窓口を一元化して、本年１０月１日を目途に、市役所２階に糸魚川市農業経営支援センターを設

置することとしたものであります。 

主な業務内容は、農業経営基盤の強化促進、担い手や生産組織の育成強化、農用地利用集積、集

落営農や補助事業の取り組み支援などで、市職員４名とＪＡひすい職員１名の５名体制で、幅広く

営農活動の支援にあたっていくことにしております。 

７点目として、北陸新幹線工事の進捗状況についてご報告申し上げます。 

北陸新幹線建設工事は、現在市内において１０の工区で進めておりますが、糸魚川市と上越市を

結ぶ延長７,０９０メートルの峰山トンネルは７月１４日に、また、市内で最長となる延長

７,３３６メートルの新親不知トンネルは８月２３日に、それぞれ貫通式が行われました。 

また、本年３月に発注された糸魚川・押上・寺町高架橋ほか工事につきましては、海川右岸から

市道蓮台寺線までの施工延長１,４４４メートルの高架橋等の工事で、竹ケ花、押上及び寺町地区

の沿線住民に対し工事説明会が実施され、さまざまな準備等が進められております。１０月には安

全祈願を行う予定で、今後建設工事が本格的になるなど市内全体で事業が進捗しており、市といた

しましても引き続き円滑な用地取得や工事の促進に努めてまいります。 

最後に、高齢者福祉施設の新規開設予定についてご報告申し上げます。 

６月定例会でご報告いたしました特別養護老人ホーム「おおさわの里」の増設２０床につきまし

ては、その後、改善工事が終了し、７月から入所開始となりました。また、特別養護老人ホーム

「みやまの里」の増築３０床につきましては、６月に国から交付金の内示があり、交付金が当初予

定より減額となったため施設の一部を縮小するとともに、なおかつ不足分は法人が負担することで

対応することとなりました。なお、内示の時期が遅れたことから、１０月に建築工事を発注し、完

成は来年の６月末の予定とのことであります。 

その他、国・県及び市の補助金に頼らない高齢者福祉施設につきましても、数社から新規開設の

意向が示されております。詳細につきましては、お手元に配付しました参考資料のとおりでありま

すが、デイサービスが４社で１００床、ショートステイは既に工事中の「クレイドルやけやま」を

含めて２社で４３床、認知症高齢者グループホームが１社で９床、介護保険対象外の高齢者グルー

プホームが１社で１０床となっております。 

市といたしましては、これらの施設が待機者の解消や在宅介護サービスの向上につながるものと
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期待をする一方で、介護保険給付費の増高、ひいては介護保険料の増額につながることも懸念をし

ております。 

以上、当面する主要課題につきましてご報告申し上げましたが、議会並びに議員の皆様から特段

のご理解とご協力を賜りますようお願いを申し上げ、招集のごあいさつとさせていただきます。 

お詫びをして、訂正をさせていただきたいと思います。 

まちづくりサポートセンターの開設につきましては、「３月」と申したということでございまし

て、訂正をさせていただいて「８月３日」とさせていただきたいと思います。お願いいたします。 

それでは、引き続き提案をいたしております議案につきまして、ご説明を申し上げます。 

議案第６５号は、平成１７年度の一般会計補正予算（第１号）の専決処分の報告でありまして、

歳入歳出それぞれ４,０１０万円を追加し、総額を２８５億１,２１０万円といたしております。 

歳出では、来る９月１１日に執行されます衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査にか

かる経費を追加し、歳入では県支出金及び繰越金を追加いたしております。 

次に、議案第６６号は、新潟県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び新潟

県市町村総合事務組合規約の変更についての専決処分の報告でありまして、町村合併により平成

１７年９月１日から中条町及び黒川村が組合を脱退し、新たに胎内市が加入することといたしたた

め、組合を組織する地方公共団体の数を減少し、これに伴って規約の変更を行うこととしたもので

あります。 

以上でありますが、ご承認くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（松尾徹郎君） 

ただいまの説明に対する質疑に入ります。 

ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

ご質疑なしと認め、これにて質疑を終結いたします。 

おはかりいたします。 

本案については会議規則第３７条第２項の規定により、委員会の付託を省略いたしたいと思いま

す。 

これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本案については委員会付託を省略することに決しました。 

これより討論に入りますが、ただいまのところ討論の通告はありませんので、討論なしと認め、

これにて討論を終結いたします。 

これより議案第６５号、専決処分（平成１７年度糸魚川市一般会計補正予算（第１号））の報告

についてを採決いたします。 

本案は、原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり承認することに決しました。 

次に、議案第６６号、専決処分（新潟県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少

及び新潟県市町村総合事務組合規約の変更の報告について）を採決いたします。 

本案は、原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり承認することに決しました。 

 

日程第５．議案第６７号、議案第８３号及び同第９４号、 

     議案第１０５号及び同第１０７号 

 

○議長（松尾徹郎君） 

日程第５、議案第６７号、議案第８３号及び同第９４号、議案第１０５号及び同第１０７号を一

括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

米田市長。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

平成１６年度の一般会計歳入歳出決算認定についてご説明申し上げます。 

平成１６年度の日本経済は企業収益が大幅に改善するなど、企業部門が引き続き堅調な中、雇用

環境が持ち直す動きが見られ、民間需要中心の回復をしました。 

この結果、国内総生産の実質成長率は１.９％の増となりました。しかしながら、国と地方の長

期債務残高は、平成１６年度末で７４１兆円、国内総生産の１４６.５％となっております。非常

に厳しい財政状況となっております。 

当地域におきましても、同じく厳しい財政状況でありましたが、将来に向けた新しい枠組みの行

政基盤を確立するために、市町合併準備経費の支出をはじめ、市民の皆様の多様なご要望に最大限

応えてまいりました。 

その結果、旧１市２町及び広域行政組合と新市の平成１６年度一般会計の決算額を合算したもの

から重複分を除いた額は、歳入が対前年度１５.１％の増、３３１億６,５５１万円、歳出が対前年

度１３.３％増の３１４億２,０６１万円となり、形式収支で１７億４,４９０万円の黒字、また、

実質収支も１７億１,５９５万円の黒字となったものであります。 

議案第６７号は、平成１６年度の旧糸魚川市一般会計の歳入歳出決算認定でありまして、歳入の

収入済額は１２６億２,２２５万円、歳出の支出済額は１４８億７,７２９万円で、歳入歳出差引は

２２億５,５０４万円の不足となります。この不足額は合併の事由により生じた債務であり、この
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ため一時借入金を充用しております。 

議案第８３号は、平成１６年度の旧能生町一般会計の歳入歳出決算認定でありまして、歳入の収

入済額は５９億５,０３１万円、歳出の支出済額は５７億９,９８４万円で、歳入歳出差引残額は

１億５,０４７万円となります。 

議案第９４号は、平成１６年度の旧青海町一般会計の歳入歳出決算認定でありまして、歳入の収

入済額は５９億８,５９５万円、歳出の支出済額は５７億８,２２５万円で、歳入歳出の差引残額は

２億３７０万円となります。 

次に、議案第１０５号は、平成１６年度の糸魚川地域広域行政組合一般会計の歳入歳出決算認定

でありまして、歳入の収入済額は１７億２５８万円、歳出の支出済額は１５億７６５万円で、歳入

歳出差引残額は１億９,４９３万円となります。 

議案第１０７号は、平成１６年度の新糸魚川市一般会計の歳入歳出決算認定でありまして、歳入

の収入済額は９８億３,６８２万円、歳出の支出済額は８０億９,１９１万円、翌年度繰越額は３億

６,７２６万円で、歳入歳出差引額は１７億４,４９０万円となります。 

なお、繰越明許費にかかる財源が２,８９５万円ありますので、実質収支は１７億１,５９５万円

の黒字となるものであります。 

以上でありますが、十分なるご審議の上、ご認定くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（松尾徹郎君） 

ただいまの説明に対する質疑に入ります。 

なお、質疑については決算の大綱質疑にとどめますようご協力願います。 

ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

ご質疑なしと認め、これにて質疑を終結いたします。 

ただいま議題となっております本案については、それぞれ所管の常任委員会に付託いたします。 

付託区分については、お手元に配付してあります議案付託表によりご了承願います。 

 

日程第６．議案第１０１号及び同第１０２号 

 

○議長（松尾徹郎君） 

日程第６、議案第１０１号及び同第１０２号を一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

米田市長。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

ご説明を申し上げます。 

議案第１０１号は、平成１６年度の旧青海町用品特別会計の歳入歳出決算認定でありまして、歳

入の収入済額、歳出の支出済額ともに９２８万円であります。 
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次に、議案第１０２号は、平成１６年度の旧青海町集合支払特別会計の歳入歳出決算認定であり

まして、歳入の収入済額、歳出の支出済額ともに６,８４８万円であります。 

以上でありますが、十分なるご審議の上、ご認定くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（松尾徹郎君） 

ただいまの説明に対する質疑に入ります。 

ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

ご質疑なしと認め、これにて質疑を終結いたします。 

ただいま議題となっております本案については、総務財政常任委員会に付託いたします。 

 

日程第７．議案第７２号から同第８２号まで、議案第８８号から同第９３号まで、 

     議案第９８号から同第１００号まで、議案第１０３号及び同第１０４号、 

     議案第１１３号から同第１１９号まで 

 

○議長（松尾徹郎君） 

日程第７、議案第７２号から同第８２号まで、議案第８８号から同第９３号まで、議案第９８号

から同第１００号まで、議案第１０３号及び同第１０４号、議案第１１３号から同第１１９号まで

を一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

米田市長。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

ご説明を申し上げます。 

議案第７２号は、平成１６年度の旧糸魚川市農業集落排水事業特別会計の歳入歳出決算認定であ

りまして、歳入の収入済額は２億６,８６７万円、歳出の支出済額は２億６,８５４万円で、歳入歳

出差引残額は１３万円となります。 

議案第７３号は、平成１６年度の旧糸魚川市宅地造成事業特別会計の歳入歳出決算認定でありま

して、歳入の収入済額は４億８,９５８万円、歳出の支出済額は４億８,９５６万円で、歳入歳出差

引残額は２万円となります。 

議案第７４号は、平成１６年度の旧糸魚川市公共下水道事業特別会計の歳入歳出決算認定であり

まして、歳入の収入済額は２０億２,００６万円、歳出の支出済額は２０億１,８６１万円で、歳入

歳出差引残額は１４５万円となります。 

議案第７５号は、平成１６年度の旧糸魚川市浄化槽事業特別会計の歳入歳出決算認定でありまし

て、歳入の収入済額は４,８２５万円、歳出の支出済額は４,７６４万円で、歳入歳出差引残額は

６０万円となります。 

議案第７６号は、平成１６年度の旧糸魚川市白馬簡易水道事業特別会計の歳入歳出決算認定であ
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りまして、歳入の収入済額は６０２万円、歳出の支出済額は５５３万円で、歳入歳出差引残額は

４８万円となります。 

議案第７７号は、平成１６年度の旧糸魚川市東中簡易水道事業特別会計の歳入歳出決算認定であ

りまして、歳入の収入済額は２７６万円、歳出の支出済額は２３４万円で、歳入歳出差引残額は

４２万円となります。 

議案第７８号は、平成１６年度の旧糸魚川市西海簡易水道事業特別会計の歳入歳出決算認定であ

りまして、歳入の収入済額は１,１５１万円、歳出の支出済額は１,１２５万円で、歳入歳出差引残

額は２６万円となります。 

議案第７９号は、平成１６年度の旧糸魚川市小滝簡易水道事業特別会計の歳入歳出決算認定であ

りまして、歳入の収入済額は１４４万円、歳出の支出済額は１１９万円で、歳入歳出差引残額は

２６万円となります。 

議案第８０号は、平成１６年度の旧糸魚川市根小屋簡易水道事業特別会計の歳入歳出決算認定で

ありまして、歳入の収入済額は６９７万円、歳出の支出済額は６６４万円で、歳入歳出差引残額は

３３万円となります。 

次に、議案第８１号及び議案第８２号は、平成１６年度の旧糸魚川市水道事業会計とガス事業の

決算認定についてであり、ご説明申し上げます。 

まず、水道事業会計では、収益的収支につきましては、収益総額４億１,１９９万円に対しまし

て、費用総額は２億８,７０２万円となり、１億１,５０７万円の収益を計上いたしております。 

また、資本的収支につきましては、収入額７,９７５万円に対しまして、支出額は３億

４,７０２万円で、差引額２億６,７２７万円の不足となりましたが、これにつきましては、消費税

及び地方消費税資本的収支調整額、当年度損益勘定留保資金、減債積立金、建設改良積立金及び企

業債をもって補てんいたすこととしたものであります。 

ガス事業会計では、収益的収支につきましては、収益総額７億４,０８６万円に対しまして、費

用総額は６億６,７１２万円となり、６,３０１万円の利益を計上いたしております。 

また、資本的収支につきましては、収入額６,０３５万円に対しまして、支出額は３億

３,４６６万円で、差引２億７,４３１万円の不足となりますが、これにつきましては、消費税及び

地方消費税資本的収支調整額、当年度損益勘定留保資金、減債積立金及び企業債をもって補てんい

たすことといたしたものであります。 

議案第８８号は、平成１６年度の旧能生町簡易水道事業特別会計の歳入歳出決算認定でありまし

て、歳入の収入済額は６,７５８万円、歳出の収入済額は６,５１２万円で、歳入歳出差引額は

２４６万円となります。 

議案第８９号は、平成１６年度の旧能生町下水道事業特別会計の歳入歳出決算認定でありまして、

歳入の収入済額は３億３,２２８万円、歳出の支出済額は３億２,９８５万円で、歳入歳出差引残額

は２４３万円となります。 

議案第９０号は、平成１６年度の旧能生町地域振興事業特別会計の歳入歳出決算認定でありまし

て、歳入の収入済額は３億６５０万円、歳出の支出済額は３億８万円で、歳入歳出差引残額は

６４３万円となります。 

議案第９１号は、平成１６年度の旧能生町集落排水事業特別会計の歳入歳出決算認定でありまし
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て、歳入の収入済額は１億１,２４１万円、歳出の支出済額は１億９８４万円で、歳入歳出差引残

額は２５６万円となります。 

次に、議案第９２号及び議案第９３号の平成１６年度旧能生町水道事業会計とガス事業会計の決

算認定についてご説明申し上げます。 

まず、水道事業会計では、収益的収支につきましては、収益総額１億３,０２９万円に対しまし

て、費用総額は１億１,４９０万円となり、１,１５２万円の利益を計上いたしております。 

また、資本的収支につきましては、収益額５,９９０万円に対しまして、支出額は１億

１,５１９万円で、差引額５,５２９万円の不足額となりましたが、これにつきましては、当年度分

消費税及び地方消費税資本的収支調整額、減債積立金、過年度損益勘定留保資金及び当年度損益勘

定留保資金をもって補てんいたしております。 

ガス事業会計では、収益的収支につきましては、収益総額１億９,５０７万円に対しまして、費

用総額は１億７,９１０万円となり、１,３２６万円の利益を計上いたしております。 

また、資本的収支につきましては、収入額がなかったのに対しまして、支出額は８,４４４万円

で、差引８,４４４万円の不足となりましたが、これにつきましては、当年度分消費税及び地方消

費税資本的収支調整額、減債積立金、当年度分損益勘定留保資金、建設改良積立金及び企業債をも

って補てんいたすこととしたものであります。 

議案第９８号は、平成１６年度の旧青海町簡易水道特別会計の歳入歳出決算認定でありまして、

歳入の収入済額は４,１３７万円、歳出の支出済額は２,４９６万円で、歳入歳出差引額は

１,６４１万円となります。 

議案第９９号は、平成１６年度の旧青海町公共下水道事業特別会計の歳入歳出決算認定でありま

して、歳入の収入済額は５億３,８２０万円、歳出の支出済額は４億１,７２３万円で、歳入歳出差

引残額は１億２,０９６万円となります。 

議案第１００号は、平成１６年度の旧青海町集落排水特別会計の歳入歳出決算認定でありまして、

歳入の収入済額は１億１,４３４万円、歳出の支出済額は１億１,３９８万円で、歳入歳出差引残額

は３５万円となります。 

次に、議案第１０３号及び１０４号の平成１６年度の旧青海町水道事業会計とガス事業会計の決

算認定についてご説明申し上げます。 

まず、水道事業会計では、収益的収支につきましては、収益総額１億１６５万円に対しまして、

費用総額は７,２７３万円となり、２,８１０万円の利益を計上いたしております。 

また、資本的収支につきましては、収入額３３万円に対しまして、支出額は２,５９６万円で、

差引２,５６３万円の不足となりましたが、これにつきましては、当年度分消費税資本的収支調整

額、過年度損益勘定留保資金及び減債積立金をもって補てんいたしております。 

ガス事業会計では、収益的収支につきましては、収益総額２億３,２３０万円に対しまして、費

用総額は１億８,６４４万円となり、４,３６２万円の利益を計上いたしております。 

また、資本的収支につきましては、収入額がなかったのに対しまして、支出額は５,９１１万円

で、差引５,９１１万円の不足となりましたが、これにつきましても当年度分消費税資本的収支調

整額、当年度損益勘定留保資金、減債積立金及び建設改良積立金もって補てんいたしております。 

議案第１１３号は、平成１６年度の新糸魚川市柵口温泉事業特別会計の歳入歳出決算認定であり
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まして、歳入の収入済額は４,２７６万円、歳出の支出済額は３,４６７万円で、歳入歳出差引残額

は８０９万円となります。 

議案第１１４号は、平成１６年度の新糸魚川市宅地造成事業特別会計の歳入歳出決算認定であり

まして、歳入の収入済額、歳出の支出済額ともに４,３３４万円であります。 

議案第１１５号は、平成１６年度の新糸魚川市公共下水道事業特別会計の歳入歳出決算認定であ

りまして、歳入の収入済額は２０億４,８６４万円で、歳出の支出済額は２０億２,６０８万円で、

歳入歳出差引残額は２,２５５万円となります。 

議案第１１６号は、平成１６年度の新糸魚川市集落排水・浄化槽事業特別会計の歳入歳出決算認

定でありまして、歳入の収入済額は３億２,４５５万円、歳出の支出済額は３億５６８万円で、歳

入歳出差引残額は１,８８７万円となります。 

議案第１１７号は、平成１６年度の新糸魚川市簡易水道事業特別会計の歳入歳出決算認定であり

まして、歳入の収入済額は５,１８７万円、歳出の支出済額は２,７５７万円で、歳入歳出差引残額

は２,４３０万円となります。 

議案第１１８号及び１１９号の平成１６年度の新糸魚川市水道事業とガス事業会計の決算認定に

ついてご説明申し上げます。 

まず、水道事業会計では、収益的収支につきましては、収益総額１３９万円に対しまして、費用

総額は３１３万円となり、１７４万円の損失を計上いたしましたが、合併前の市町から引き継いだ

未処分利益剰余金で補てんをいたしております。 

この結果、当年度未処分利益剰余金は１億６,５２７万円となりましたので、この利益剰余金の

処分といたしまして、減債積立金に６,０００万円、建設改良積立金に１億５２７万円を積み立て

するものであります。 

また、資本的収支につきましては、収入額１億円に対しまして、支出額はありませんでした。 

ガス事業会計で、収益的収支につきましては、収益総額１０６万円に対しまして、費用総額は

１６６万円となり、６０万円の損失を計上いたしましたが、合併前の市町から引き継いだ未処分利

益剰余金で補てんをしております。 

この結果、当年度未処分利益剰余金は１億３,５６９万円となりましたので、この利益剰余金の

処分といたしまして、減債積立金に６,０００万円、建設改良積立金に７,５６９万円を積み立てす

るものであります。 

また、資本的収支につきましては、収入額７,６６０万円対しまして支出額はありませんでした。 

以上でありますが、十分なるご審議の上、ご認定くださいますようよろしくお願いいたします。 

まず、水道事業会計で、少し字句の訂正をさせていただきたいと思います。お詫びを申し上げま

す。 

議案第１１８号の新糸魚川市水道事業会計の中の１７４万円の「損益」を計上という形で報告し

なくちゃいけないことを「損失」と言いましたので、字句の訂正をお願いいたします。 

もう１点、同じくそのガス事業会計の中でありますが、費用総額１１６万円となり、６０万円の

「損益」を計上いたしましたがと報告しなちくゃいけないところを、「損益」を「損失」と申し上

げましたので、字句の訂正をお願い申し上げます。 

以上であります。よろしくご審議をお願い申し上げます。 
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○議長（松尾徹郎君） 

ただいまの説明に対する質疑に入ります。 

ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

ご質疑なしと認め、これにて質疑を終結いたします。 

ただいま議題となっております本案については、建設産業常任委員会に付託します。 

ここで１０分間の休憩をいたします。１１時１５分から再開いたします。 

 

〈午前１１時０６分 休憩〉 

 

〈午前１１時１５分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

再開いたします。 

 

日程第８．議案第６８号から同第７１号まで、議案第８４号から同第８７号まで、 

     議案第９５号から同第９７号まで、議案第１０６号、 

     議案第１０８号から同第１１２号まで、 

 

○議長（松尾徹郎君） 

日程第８、議案第６８号から同第７１号まで、議案第８４号から同第８７号まで、議案第９５号

から同第９７号まで、議案第１０６号、議案第１０８号から同第１１２号までを一括議題といたし

ます。 

提案理由の説明を求めます。 

米田市長。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

ご説明を申し上げます。 

議案第６８号は、平成１６年度の旧糸魚川市国民健康保険事業特別会計の歳入歳出決算認定であ

りまして、歳入の収入済額は２４億２,０７８万円、歳出の支出済額は２３億７,０７２万円で、歳

入歳出差引残額は５,００６万円となります。 

議案第６９号は、平成１６年度の旧糸魚川市老人保健医療特別会計の歳入歳出決算認定でありま

して、歳入の収入済額は３４億８,７７７万円、歳出の支出済額は３４億８,６８９万円で、歳入歳

出差引残額は８８万円となります。 

議案第７０号は、平成１６年度の旧糸魚川市介護保険事業特別会計の歳入歳出決算認定でありま

して、歳入の収入済額は２３億８,４９４万円、歳出の支出済額は２２億９,０７０万円で、歳入歳
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出差引残額は９,４２５万円となります。 

議案第７１号は、平成１６年度の旧糸魚川市土地取得事業特別会計の歳入歳出決算認定でありま

して、歳入の収入済額は８６万円、歳出の支出済額は３４万円で、歳入歳出差引残額は５２万円と

なります。 

次に、議案第８４号は、平成１６年度の旧能生町国民健康保険事業特別会計の歳入歳出決算認定

でありまして、歳入の収入済額は８億１,５２３万円、歳出の支出済額は７億８,０１１万円で、歳

入歳出差引残額は３,５１３万円ととなります。 

議案第８５号は、平成１６年度の旧能生町国民健康保険診療所特別会計の歳入歳出決算認定であ

りまして、歳入の収入済額は１億１,７６４万円、歳出の支出済額は１億１,６４１万円で、歳入歳

出差引残額は１２３万円となります。 

議案第８６号は、平成１６年度の旧能生町老人保健特別会計の歳入歳出決算認定でありまして、

歳入の収入済額は１２億８,１２０万円、歳出の支出済額は１２億７,９３９万円で、歳入歳出差引

残額は１８１万円となります。 

議案第８７号は、平成１６年度の旧能生町介護保険事業特別会計の歳入歳出決算認定でありまし

て、歳入の収入済額は８億２４２万円、歳出の支出済額は７億９,５７０万円で、歳入歳出差引残

額は６７２万円となります。 

次に、議案第９５号は、平成１６年度の旧青海町国民健康保険特別会計の歳入歳出決算認定であ

りまして、歳入の収入済額は８億４,２４３万円、歳出の支出済額は７億９,９３４万円で、歳入歳

出差引残額は４,３０８万円となります。 

議案第９６号は、平成１６年度の旧青海町老人保健特別会計の歳入歳出決算認定でありまして、

歳入の収入済額は１１億２,９７２万円、歳出の支出済額は１１億１,６４１万円で、歳入歳出差引

残額は１,３３１万円となります。 

議案第９７号は、平成１６年度の旧青海町介護保険特別会計の歳入歳出決算認定でありまして、

歳入の収入済額は６億９,９４２万円、歳出の支出済額は６億７,６４８万円で、歳入歳出差引残額

は２,２９４万円となります。 

議案第１０６号は、平成１６年度の糸魚川地域広域行政組合火葬事務特別会計の歳入歳出決算認

定でありまして、歳入の収入済額は２,１９４万円、歳出の支出済額は１,６２９万円で、歳入歳出

差引残額は５６６万円となります。 

次に、議案第１０８号は、平成１６年度の新糸魚川市国民健康保険事業特別会計の歳入歳出決算

認定でありまして、歳入の収入済額は８億４,９５７万円、歳出の支出済額は３億２,９０５万円、

歳入歳出差引残額は５億２,０５１万円となります。 

議案第１０９号は、平成１６年度の新糸魚川市国民健康保険診療所特別会計の歳入歳出決算認定

でありまして、歳入の収入済額は２,４６６万円、歳出の支出済額は２,１６５万円で、歳入歳出差

引残額は３０１万円となります。 

議案第１１０号は、平成１６年度の新糸魚川市老人保健医療特別会計の歳入歳出決算認定であり

まして、歳入の収入済額は５億７,５５４万円、歳出の支出済額は５億６,５４５万円で、歳入歳出

差引残額は１,００９万円となります。 

議案第１１１号は、平成１６年度の新糸魚川市介護保険事業特別会計の歳入歳出決算認定であり
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まして、歳入の収入済額は４億１,２４６万円、歳出の支出済額は３億６,０３５万円で、歳入歳出

差引残額は５,２１１万円となります。 

議案第１１２号は、平成１６年度の新糸魚川市土地取得事業特別会計の歳入歳出決算認定であり

まして、歳入の収入済額は５２万円、歳出の支出済額は５０万円で、歳入歳出差引残額は２万円と

なります。 

以上でありますが、十分なるご審議のうえ、ご認定くださいますようよろしくお願い申し上げま

す。 

○議長（松尾徹郎君） 

ただいまの説明に対する質疑に入ります。 

ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

ご質疑なしと認め、これにて質疑を終結いたします。 

ただいま議題となっております本案については、文教民生常任委員会に付託いたします。 

 

日程第９．議案第１２０号から同第１２４号まで、議案第１２９号 

 

○議長（松尾徹郎君） 

日程第９、議案第１２０号から同第１２４号まで、議案第１２９を一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

米田市長。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

ご説明を申し上げます。 

議案第１２０号は、個人情報保護条例の制定についてでありまして、個人情報の保護に関する法

律及び行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律の一部改正等に伴い、必要な事項を定めた

いものであります。 

議案第１２１号は、情報公開条例の一部改正についてでありまして、個人情報の保護に関する法

律及び行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律の一部改正等に伴い、所要の改正を行いた

いものであります。 

議案第１２２号は、市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部改正

についてでありまして、刑事施設及び受刑者の処遇等に関する法律の制定に伴う地方公務員災害補

償法の一部改正により、所要の改正を行いたいものであります。 

議案第１２３号は、手数料条例の一部改正についてでありまして、地方公共団体の手数料の標準

に関する政令の一部改正に伴い、浮き屋根を有する屋外タンク貯蔵所に係る項目を加えるとともに、

表の様式を改めたいものであります。 

議案第１２４号は、火災予防条例の一部改正についてでありまして、消防法等の一部改正に伴い、
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再生資源燃料等の貯蔵、または取り扱いの基準並びに住宅用防災機器の設置及び維持に関する基準

等について、必要な事項を定めたいものであります。 

次に、議案第１２９号は、財産の取得についてでありまして、（仮称）糸魚川市心の総合ケアセ

ンターの医療機器体制を整備するため、一般Ｘ線撮影装置等の医療機器各一式を取得いたしたいも

ので、取得予定価格は６,２６８万５,０００円で、契約の相手方は株式会社金森医療器機店であり

ます。 

以上でありますが、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（松尾徹郎君） 

ただいまの説明に対する質疑に入ります。 

ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

ご質疑なしと認め、これにて質疑を終結いたします。 

ただいま議題となっております本案については、総務財政常任委員会に付託いたします。 

 

日程第１０．議案第１２５号から同第１２７号まで、議案第１３５号及び同第１３６号 

 

○議長（松尾徹郎君） 

日程第１０、議案第１２５号から同第１２７号まで、議案第１３５号及び同第１３６号を一括議

題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

米田市長。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

ご説明を申し上げます。 

議案第１２５号は、上路山姥の里条例の制定についてでありまして、上路山姥の里整備に伴い、

必要な事項を定めたいものであります。 

議案第１２６号は、新潟県白馬山麓国民休養地内糸魚川市有施設条例の一部改正についてであり

まして、老朽化した施設の撤去に伴い、所要の改正を行いたいものであります。 

議案第１２７号は、市営住宅条例の一部改正についてでありまして、市営住宅及び駐車場の設置

に伴い、所要の改正を行いたいものであります。 

次に、議案第１３５号は、平成１７年度の公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）でありま

して、歳入歳出それぞれ２,２０５万円を追加し、総額を３８億１,００８万円といたしております。 

歳出の主なものは、総務諸費の追加であり、歳入の主なものは、繰越金の追加であります。 

議案第１３６号は、平成１７年度の集落排水・浄化槽事業特別会計補正予算（第１号）でありま

して、歳入歳出それぞれ２６４万円を追加し、総額を４億４,０９４万円といたしております。 

歳出の主なものは、総務諸費を追加し、歳入では、繰入金の減額、並びに繰越金、及び諸収入の
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追加をいたしております。 

以上でありますが、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（松尾徹郎君） 

ただいまの説明に対する質疑に入ります。 

ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

ご質疑なしと認め、これにて質疑を終結いたします。 

ただいま議題となっております本案については、建設産業常任委員会に付託いたします。 

 

日程第１１．議案第１３０号、議案第１３２号から同第１３４号まで 

 

○議長（松尾徹郎君） 

日程第１１、議案第１３０号、議案第１３２号から同第１３４号までを一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

米田市長。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

ご説明を申し上げます。 

議案第１３０号は、上越地方広域事務組合規約の変更についてでありまして、市町村合併により

組合議会の組織などを変更するため、規約の変更を行いたいものであります。 

議案第１３２号は、平成１７年度の国民健康保険事業特別会計の補正予算（第１号）でありまし

て、歳入歳出それぞれ２,１７４万円を追加し、総額を４３億５,５１３万円といたしております。 

歳出では、国支出金等返還金を追加し、歳入では、繰越金を追加いたしております。 

議案第１３３号は、平成１７年度の老人保健医療特別会計補正予算（第１号）でありまして、歳

入歳出それぞれ２,０５１万円を追加し、総額を６３億６,９６６万円といたしております。 

歳出の主なものは、一般会計繰出金の追加であり、歳入の主なものは、国庫支出金及び繰越金の

追加であります。 

議案第１３４号は、平成１７年度の介護保険事業特別会計補正予算（第１号）でありまして、歳

入歳出それぞれ６,９０６万円を追加し、総額を４２億３,５３３万円といたしております。 

歳出の主なものは、施設介護サービス等給付費の減額、並びに特定入所者介護サービス等費及び

一般会計繰出金の追加であり、歳入では、繰入金及び繰越金を追加いたしております。 

以上でありますが、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（松尾徹郎君） 

ただいまの説明に対する質疑に入ります。 

ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

ご質疑なしと認め、これにて質疑を終結いたします。 

ただいま議題となっております本案については、文教民生常任委員会に付託いたします。 

 

日程第１２．議案第１３１号 

 

○議長（松尾徹郎君） 

日程第１２、議案第１３１号、平成１７年度糸魚川市一般会計補正予算（第２号）を議題といた

します。 

提案理由の説明を求めます。 

米田市長。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

ご説明を申し上げます。 

議案第１３１号は、平成１７年度の一般会計補正予算（第２号）でありまして、歳入歳出それぞ

れ２億８,１４８万円を追加し、総額を２８７億９,３５８万円といたしております。 

歳出の主なものは、２款、総務費で、基金積立金の追加、６款、農林水産業費では、沿岸漁業振

興事業の追加、７款、商工費では、スカイパーク振興事業及びスカイパーク整備事業の追加、８款、

土木費では道路新設改良事業、県道西中糸魚川線関連市道整備事業、及び公園整備費の追加、並び

に橋りょう修繕事業、及び集落排水・浄化槽事業特別会計繰出金の減額、１１款、災害復旧費では、

県営現年農地農業用施設災害復旧事業、及び現年林道施設災害復旧事業を追加いたしております。

また、１３款、諸支出金では、普通財産取得事業を追加いたしております。 

次に、歳入の主なものは、国庫支出金、県支出金、繰入金及び諸収入の追加、並びに市債の減額

であります。 

なお、債務負担行為の補正は、第２表のとおりであり、地方債の補正は、第３表のとおりであり

ます。 

以上でありますが、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（松尾徹郎君） 

ただいまの説明に対する質疑に入ります。 

ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

ご質疑なしと認め、これにて質疑を終結いたします。 

ただいま議題となっております本案については、それぞれ所管の常任委員会に付託いたします。 

付託区分については、お手元に配付してあります議案付託表によりご了承願います。 
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○議長（松尾徹郎君） 

日程第１３、議案第１２８号を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

米田市長。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

ご説明を申し上げます。 

議案第１２８号は、新潟県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び新潟県市

町村総合事務組合規約の変更についてであります。 

市町合併により平成１７年９月３０日限りで組合から塩沢町等が脱退するため、組合を組織する

地方公共団体の数を減少し、また、水防法の改正に伴い規約の変更を行いたいものであります。 

以上でありますが、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（松尾徹郎君） 

ただいまの説明に対する質疑に入ります。 

ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

ご質疑なしと認め、これにて質疑を終結いたします。 

おはかりいたします。 

本案については会議規則第３７条第２項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本案については委員会の付託を省略することに決しました。 

これより討論に入りますが、ただいまのところ討論の通告はありませんので、討論なしと認め、

これにて討論を終結いたします。 

これより議案第１２８号、新潟県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び新

潟県市町村総合事務組合規約の変更についてを採決いたします。 

本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決することに決しました。 
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○議長（松尾徹郎君） 

日程第１４、請願第３号、陳情第４号を一括議題といたします。 

本定例会において本日まで受理した請願、陳情は、お手元に配付の請願・陳情文書表のとおりで

あります。 

ただいま議題となっております請願第３号は建設産業常任委員会に、陳情第４号は文教民生常任

委員会に付託いたします。 

以上で、本日の全日程が終了いたしました。 

本日はこれにて散会いたします。 

大変ご苦労さまでございました。 

 

〈午前１１時４３分 散会〉 
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